









平成 24 年度 筑波大学附属図書館特別展（図書館情報大学・筑波大学統合 10 周年記念）
明治時代に
礼法はいかにして伝えられたか
                           —出版メディアを中心に—




1. 本書は平成 24 年度筑波大学附属図書館特別展（図書館情報大学・筑波大学統合 10 周年記念）
　「明治時代に礼法はいかにして伝えられたか−出版メディアを中心に−」（会期：平成 24 年
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　なお、本学は来年開学 40 周年を迎えます。本特別展は筑波大学開学 40+101 周年
記念事業のプレ企画として開催致しております。





































番号 資料名（所蔵） 番号 資料名（所蔵）
1-1 兵法首実検伝書（399-Mi96-1・2　図情）  3-6 婦女礼式図会（721.8-To85）
1-2 小笠原流抜書（385.9-O22-1・2・3　図情）  3-7 女礼式絵解（721.8-J75）
1-3 故実弓馬軍礼集遺（385.9-O22　図情）  3-8 女礼式教育寿語禄（ヘ 950- 宮 213）
1-4 当流軍法功者書（キ 300-275）  3-9 女子教育出世双六（ヘ 950- 宮 219）
1-5 童子専用当流諸礼調法記（ル 185-440）  4-1 国民作法要義（ス 400-44）
2-1 小学生徒心得（ヘ 000- 宮 939）  4-2 図説女子作法要義（ス 400-46）
2-2 小学生徒行儀作法等之心得（ヘ 840- 宮 53）  4-3 現代の作法（ス 400-40）
2-3 小学校教則綱領（国立国会図書館）  4-4 小学国語読本 ： 尋常科用 巻九（へ 000-1195）
2-4 校正家政小学（ヘ 840- 宮 52）  4-5 新作法書（岡山大学附属図書館）
2-5 小学女礼式　第 1（ヘ 840- 宮 51）  4-6 文部時報（K- モ 17000　雑誌）
2-6 小学女礼式訓解（ヘ 840- 宮 56）  4-7 礼法精義（岡山大学附属図書館）
2-7 増補図解小学女礼式（ヘ 840- 宮 57） 参考 1-1 水嶋流伝書（個人蔵）
2-8 小学女礼教授法（ヘ 840- 宮 90） 参考 3-1 立体絵合わせ（個人蔵）
2-9 小学作法書（ヘ 000- 宮 953） 参考 3-2 女礼式之図（721.8-A16）（松永吟光）
2-10 小学作法演習書（ヘ 840- 宮 62） 参考 3-3 女礼式之図（721.8-A16）（松永吟光、1889 年）
2-11 小学作法演習書図式（ヘ 840- 宮 64） 参考 3-4 女礼式之図（721.8-Y85）（楊斎延一、1890 年）
2-12 小学礼法（ヘ 840- 宮 65） 参考 3-5 婦人諸礼式の図：屠蘇（721.8-H38）
3-1 女礼式略図（721.8-H38） 参考 3-6 婦人諸礼式之図：生花（721.8-H38）
3-2 幼女礼式教育之図（721.8-H38） 参考 4-1 女礼式之図（721.8-A16）（参考 3-3 再掲）
3-3 女礼式給仕之図（721.8-H38） 参考 4-2 女礼式教訓画（721.8-J75）
















・   「小学校教則綱領」
・   礼法に関する教科書の出版
○ 家庭教育と礼法 −礼儀作法：多様な出版物を通して−
・   錦絵　　　　　 ・   遊び絵（絵解き、双六）




















































1 − 1　兵法首実検伝書　　水嶋卜也 [ 著 ]　元禄 15（1702）年写







参考 1 − 1　水嶋流伝書　寛延 4（1751）年写　（個人蔵）









本書は「当流軍法功者書」2 巻に「当流軍法功者書馬乗手綱秘書」1 巻と「軍法馬書」1 巻を付し、







1 − 4　当流軍法功者書　　小笠原昨雲 [ 著 ]　京　林長右衛門　慶安 2（1649）年
























2 − 1　 小学生徒心得　文部省正定
　　　　東京　師範学校
　　　　明治 6（1873）年 6 月
２　学校教育と礼法
　一方、文部省は明治 5（1872）年に学制を公布し、翌 6 年には師範学校が「文部省正定」の『小
学生徒心得』を刊行したが、これを受ける形で明治 18（1885）年頃までに全国各地で 40 種
以上の「生徒心得」が刊行された。これらの生徒心得は学校生活に関わる礼法に焦点をしぼっ
ているが、こうした生徒心得の成果を踏まえて、学校教育を通じてより広汎な社会生活全般に










師範学校が出版したもの。師範学校は明治 5（1872）年 9 月に東京に設置されたが、明治
6 年 8 月に官立師範学校として大阪師範学校・宮城師範学校が設置されたことにともない東
京師範学校と改称した。本学の前身校である。































2 − 4　 校正家政小学　三巻
　　　　小林義則編輯　東京　文学社　明治 15（1882）年 4 月　校正再刻
2 − 5　 小学女礼式　第 1　　小笠原清務、水野忠雄編　同源社蔵　


























2 − 6　 小学女礼式訓解　　高橋文次郎編　平城閣蔵版　










なお『小学女礼式』（東京府編輯　 近藤法壽挿画　大阪　教育書舘　明治 16（1883）年 3 月）には「東
京府　丙貳拾三號　達」とあり、東京府制定の小学女礼式の具体的な布達の番号がわかるが、一方、
後述の（2 − 11）水野忠雄著『小学作法演習書図式　附・幼童立礼図』（明治 18 年 1 月）の凡例
には「東京府布達の小学女礼式」に「誤謬ありて実施を止められしもの」との注があり、この布達
には錯綜した事情があった可能性がある。
2 − 7　 増補図解　小学女礼式　　西村敬守編　









2 − 8　 小学女礼教授法　　水野忠雄、小笠原清務編　












2 − 9　 小学作法書　　文部省編輯局編　
　　　　東京　文部省編輯局　明治 16（1883）年 6 月
2 − 10　小学作法演習書　　水野忠雄著　孝友館蔵版











































示資料のうち、たとえば 2 − 4『校正家政小学』を見ると、「宮木宥弌図書」「寄贈宮木宥







































年 15 歳で国芳に絵を学び、安政 2（1855）年頃から 3 代豊国につき、2 代歌川芳鶴、一鶴
斎と称して浮世絵師となった。その後、豊原国周門下に転じて、周延と号した。周延の作画


















































































＊豊原国周（とよはら くにちか、天保 6（1835）〜明治 33（1900））は、幕末から明
治にかけての浮世絵師。豊原周信及び歌川国貞（三代目歌川豊国）の門人。本姓は荒川
氏、俗称は八十八。明治期における役者絵絵師の代表的存在。


































までに 3 − 9『女子教育出世双六』をみていただきたい。「上り」には、立派な夫とかわいい（？）
子どもが描かれている。「出世」して「良妻賢母」になることが求められていたといえようか。
3 − 8　女礼式教育寿語禄　　楊洲周延筆　東京　横山園松　明治 21（1888）年 10 月
30
3 − 9　女子教育出世双六　　楊斎延一 [ 画 ]　東京　横山良八　明治 23（1890）年 11 月







＊  3 − 8『女礼式教育寿語禄』と 3 − 9『女子教育出世双六』の比較






　第 3 部に取り上げた錦絵は、3 − 9『女子教育出世双六』以外は（幼女礼式、婦女礼式と
いう形のものもあるが）すべて題名に「女礼式」という言葉を含んでいる。これは第 2 部






参考 3 − 2　女礼式之図　松永吟光 [ 画 ]　東京　横山園松
参考 3 − 3　女礼式之図　松永吟光 [ 画 ]　東京　福田熊次郎　明治 22（1889）年１月
33
第 3 部　遊び
参考 3 − 4　女礼式之図　楊斎延一筆　東京　永松作五郎　明治 23（1890）年 12 月
＊同一の題名でシリーズの形で出版されたものもある。
参考 3 − 5　婦人諸礼式の図：屠蘇　楊洲周延　東京　勝木吉勝　明治 29（1896）年１月


























　　　   東京　金港堂書籍
　　　   大正 5（1916）年２月
　　　（図書館に於いて読書する図）
4 − 2　図説女子作法要義　甫守謹吾著
　　　   東京　金港堂書籍
　　　   大正 6（1917）年４月

















4 − 4　小学国語読本 ： 尋常科用 巻九　　文部省編　
































ている例も多く、本展示でも第 3 部の中で掛け軸関連の図版を示した（3 − 6『婦女礼式図会』、
3 − 7『女礼式絵解』、3 − 8『女礼式教育寿語禄』（右上に「掛物扱ひ様」の図あり）、および
参考として掲げた 1 − 5『当流諸礼調法記』）。
　また、明治中期以前の一般的な書物（和本・巻子本）の取扱いについても、礼法（女礼式）
関係の錦絵・版画等の中で示されている例がある。たとえば 3 − 8『女礼式教育寿語禄』に「書




参考 4 − 1　女礼式之図（部分）
　松永吟光 [ 画 ]　東京　福田熊次郎
　明治 22（1889）年１月









参考 4 − 3　 女礼式
東京　渡邉忠久　明治 24（1891）年９月
参考 4 − 2　女礼式教訓画
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平成 24 年 10 月 1 日　　発行






























平成 24 年 10 月 8 日 ( 月・祝 )　13:30 〜 15:30
　　講師　綿抜　豊昭（図書館情報メディア系教授）
　　＊後日、YouTube (UnivTsukubaLibrary) でも公開する予定です。
電子展示 Web ページ
　  http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/

